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体重管理でみえたVA管理

第49回
九州人工透析研究会

in熊本

※エコーでの管理は状態評価であり一次開存率の延長には寄与しない。

※最もVAに関わる透析室での患者管理やVA管理が重要である。

当院では、透析室の患者管理として2015年より体組成分計（BCM）
を活用し、患者の体重管理を行っている。
そこからVA管理とつながる部分が見得てきた。

頻回VAIVT症例におけるBCMによる体重管理について検証した。

2014年1月～2015年12月
PTAを施行した108症例の維持透析患者中
頻回PTAを繰り返した95症例（21名）
AVF：16名、AVG：5名

①頻回PTA患者へBCMを実施し、DWと理想体重の差を平均値にて算出（T検定）
②BCM未活用の2014年と体重管理にBCMを活用した2015年のVA一次開存率を Kaplan-Meier法にて算出

VAIVT：医師が拡張方法や狭窄形体によってデバイスを選択

VAエコー：バスキュラーアクセス（以下、VA）の状態を定期的に管理

開存期間延長
の

取り組み

背景

#1 BCMによって、体液不足が開存期間短縮の原因となることが示唆された。

#2 DWを適正に管理することで、一次開存率延長の傾向がみられた。

#3 DWが厳しめに設定されている患者に頻回PTAの傾向があった。

結語

VA管理において患者の体重管理は重要な役割を担っているといえる。

BCM測定

＜※① 平均気温の上昇と共に閉塞数が上昇＞
※夏場の食欲低下などにより、DWは下がります。

注‼ 夏は脱水になりやすい時期

季節（気温）に応じた、柔軟な水分補給の指導が必要。

脱水による体のしくみ、ＶＡとの関わりを理解してもらう。

＜※② 冬場に閉塞数が再上昇＞
DWが夏（痩せていた時期）と変わっていない。

食欲の秋～正月は美味しいものが増えます！

食欲増加で太った方は、DWは上げましょう。

皆さんの施設では
どうでしょうか？

※①

※②

～ポイント～
#1 夏場はDWが適正だとしても、急激な脱水症状や血圧低下への注意喚起が必要！
#2 冬場は身体が身を蓄える時期。体液不足なDW設定はVA閉塞、脳梗塞、心筋梗塞のリスクを高めます！

①対象期間中PTAを実施していない患者は、適正なDWを維持していた。
②対象期間中PTAを実施した患者は、平均1.0Kgの体液不足傾向があった。
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